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けんしんは、地域金融機関として、ＣＳＲ※を果たすための活動に積極的に取組んでいます。
※CSR=Corporate Social Responsibility（企業の社会的責任）

地域・社会貢献活動およびトピックス

■ トピックス

サステナブルファイナンス大賞「地域金融賞」の受賞

令和7年1月、一般社団法人環境金融研究機構（以下、RIEF）主催
の「第10回サステナブルファイナンス大賞」において、「地域金融賞」
を受賞しました。

本賞は、環境金融の普及・啓蒙活動を行うRIEFが毎年「最も優れ
たサステナブルな環境金融活動」を行う金融機関、企業等を選定して
いるもので、当組合は「SDGs診断ツール」や「けんしんSDGsサポート
ローン」の提供を行う等、幅広いSDGs経営支援を展開していることが
評価されました。

大阪経済大学と産学連携協定締結

令和6年7月8日、大阪経済大学と産学連携に関する協定を締結しました。
兵庫県内の企業を対象として、地域課題の解決に関する研究成果等を社会に還元する

ことおよび地域の産学連携を推進し、地域経済の発展、産業振興、人材育成に寄与するこ
とを目的としており、この協定により、中小企業の経営課題解決の支援や、県内の中小企業
および地域経済に関する共同での調査研究による現状分析や新たなニーズの掘り起こし
などに取組んでいます。

けんしん年金友の会バスツアーの実施

「けんしん年金友の会」会員さまを対象として、令和６年12月5日・6日に北播磨地域、令和7年4月3日・4日に但馬コースと三田・篠山・
柏原コースをめぐるバスツアーを実施しました。観光地の散策、体験、お土産の購入など、参加者の皆さまに各地域の魅力を満喫してい
ただくことができました。

設立記念日全店感謝デーの開催

当組合の設立記念日である3月1日および2日に全店
感謝デーを開催しました。

毎年恒例のお花のプレゼントや、昨年もご好評いただ
いたスーパーボールすくいに加え、今回は各営業店によ
るお楽しみ企画（くじ引き・展示・お子さま向けゲーム・体
験コーナーなど）や、大阪・関西万博およびひょうごフィー
ルドパビリオンに関する展示を行い、大変多くのお客さま、
地域の皆さまにご来店いただきました。

（写真提供：全国信用組合新聞社）
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■ 地域･社会貢献活動

播州織を使用した新制服の着用 小学生向け副教材への掲載
令和7年4月に制服を新調しました。
当組合では令和6年3月より、北播磨地

域の地場産業である播州織を使用したワイ
シャツ・ブラウス（総合職等向け）、制服用リ
ボンタイ（業務職・パート等向け）を着用して
おり、この度の新調に合わせて制服用ブラ
ウスにも播州織を取り入れました。

引続き、全職員が播州織製品を実際に着
用することで、その良さを広め、地場産業
や地域社会・地域経済の発展に貢献してま
いります。

小学生向けキャリア教育の副教材「小学生のためのお仕事ノー
ト」（2024年度 三田市版・豊岡市版）に、当組合三田支店・豊岡
支店が掲載されました。

同冊子では、地元企業の仕事や取組みが小学生にわかりやすく
紹介されています。

省エネ・地域パートナーシップへの参加

当組合では、資源エネルギー庁が立ち上げた「省エネ・地域パートナーシップ」の取組みに、パートナー金融機関として参加しています。
「省エネ・地域パートナーシップ」は、省エネ支援機関（省エネ診断等の実施団体）や金融機関が連携し、地域一丸となって中小企業等

の省エネ活動を支援するものです。
省エネ・地域パートナーシップ憲章に基づき、お客さまの省エネに関する課題解決への支援を通じて、持続可能な地域社会の実現に努

めてまいります。

寄付活動・寄贈活動の実施

■丹波篠山市へ100万円を寄付
令和６年9月13日、包括地域連携協定を締結している丹波篠山市へ

100万円の寄付を行いました。この寄付は企業版ふるさと納税によるもので、
同市が主催する「丹波篠山ABCマラソン」運営のために活用されました。

なお、令和7年3月2日に開催された「第45回丹波篠山ABCマラソン」に
は、篠山支店職員が給水運営スタッフとしてボランティア参加しました。

■プルタブ・ベルマーク等の収集・寄贈
当組合では、平成11年より継続してプルタブ・ベルマーク等の収集および

ボランティア団体等への寄贈活動を行っています。
令和６年度につきましても、お客さまのご協力により多くのプルタブ・ベルマーク等が集まりました。

「フードドライブ in 北播磨」への協力

令和６年10月24日・25日に兵庫県北播磨県民局で行われた「フードドラ
イブ in 北播磨」に参加しました。

フードドライブとは、家庭で食べきれない食品等を持ち寄り、必要として
いる方や福祉施設等に配付する活動で、当組合では、北播磨地域の7店
舗および本部の役職員に協力を呼びかけ、集まった食料品や日用品、合計
110.4㎏を寄付しました。

店舗周辺の環境美化に向けた取組み 脱炭素に向けた取組み
本部・営業店では、店舗周辺清掃や地域で開催される

美化活動に参加し、環境保全に努めています。
また、全営業店で店舗入口等に花（プランター）を設

置し、お客さまを気持ちよくお迎えするための環境整備
に努めています。

当組合では、「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを
創る国民運動」（愛称「デコ活」）に参加しています。

節電・省エネルギーや照明のLED化、カーボンオフセッ
ト通帳や環境に配慮したエコ製品を粗品に導入するなど、
脱炭素に向けたさまざまな取組みを行っています。

出典：小学生のためのお仕事ノート　2024年度三田市版




